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恵庭市中小企業振興審議会（令和 5年度 第 1回） 会議録 

 

 

○日 時  令和 5年 11月 15日（水）13：30～14：30 

 

○場 所  恵庭市役所 第 2・3委員会室 

 

○出席者  黒田委員（会長）、成田委員（副会長）、竹内委員、進藤委員、安藤委員、加来委員 

成田委員、田中委員、小塚委員、須藤委員 計 10名 

 

○欠席者  伊藤委員、加藤委員  計 2名 

 

○事務局  江川経済部長、嘉屋経済部次長、上山商工労働課長、廣瀬花と緑・観光課長、 

坂本商工労働課主査、遠藤商工労働課主査、新藤商工労働課主査、大瀬戸商工労働

課主任主事 

      計 8名 

 

１．開 会 

 本会議は、恵庭市中小企業振興基本条例第 11条の規定により、委員の過半数の出席により成立

することとなっている。本日は委員 12名のうち、過半数を超える 10名の出席をいただき、委員

の過半数を超えていることから、本会議は成立する。 

 

２．挨拶 

  

～江川経済部長より、開催にあたり挨拶～ 

 

３．委嘱状交付 

 本審議会の改選により、経済部長より委嘱状を交付する。 

  

～経済部長より、欠席者 2名を除く 10名に委嘱状を交付～ 

 

４．会長・副会長選任・挨拶 

 今回の委嘱により、黒田雅史委員を会長、成田茂利委員を副会長として選任することとなった

（一同異議なし）。 

  

～黒田会長、成田副会長より、選任にあたり挨拶～ 

 

 

５．議 事 

（1）恵庭市中小企業振興基本計画の概要について 

 （事務局より説明、質問無し） 
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（2）令和 4年度基本計画推進管理専門部会での意見・提案に対する回答について 

  （事務局より説明、質問無し） 

 

（3）令和 5年度基本計画推進管理専門部会での意見・提案について 

（事務局より説明後、審議） 

 委員 

  農商工連携促進事業について、開発した新商品を市内、道内、道外とターゲティングを明

らかにしていくことで、石狩振興局から手助けすることが出来る。 

  事務局 

  是非、お願いしたい。 

  委員 

  同じく農商工連携促進事業内の ECサイトの運営状況を伺いたい。 

  事務局 

  現在、EC サイト「藤の恵」を恵庭市、藤枝市両市で運営を行っている。今後は、恵庭市

ポータルアプリ「えにわっか」でもオンラインショップを開設する予定である。 

  委員 

  商品開発について、恵庭市にある文教大学では食を扱っている学科がある。学校独自の働

きかけで地元企業と商品開発を行っている事例もある。もっと大学を活用し、地元の食を

盛り上げる活動をお願いしたい。 

  事務局 

  改めてご相談させていただく。 

 

 委員 

  えにわ湖周辺レク施設管理事業について、三段の滝が夏場に周辺の木が生い茂っており、

観光しづらい状況である。本年に確認したところ、国有林だから切れないと聞いている。

恵庭の観光名所でもあるため、どうにか対応できないものか。 

  事務局 

  今年度の夏季の状況を把握できていなかったが、来年度に確認し、対応したい。 

 

  委員 

  台湾経済交流推進事業について、台湾のみに限った理由を伺いたい。 

  事務局 

  事業を開始した際には、北海道への訪日観光客の割合が最も高かったのが台湾であること

から開始したものである。その後、恵庭日台親善協会の設立等もあり、継続している。 

  委員 

  名称変更を検討したらどうか。例えば国際交流推進事業（台湾）とかに変えたらどうか。 

  事務局 

  変更する方向で検討させていただく。 
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 委員 

  移住・定住促進事業について、恵庭市は立地的にとても素晴らしいと感じている。移住・

定住希望者への住宅ローンの個別相談会等を金融機関と連携して行うと効果的と考える。 

  委員 

  同事業について、事業承継からの移住という事例も全国に数多くある。例えば商工会議所

や事業承継引継ぎ支援センターと協働し、セミナーを開催するなど行うと効果的ではない

か。 

  事務局 

  実施する部署と共に検討させていただく。 

   

  委員 

  起業支援事業補助金について、地方自治体が行っているもの以外にも補助金（道・国）は

あり、中小企業総合支援センターでも書き方等を無料でアドバイスすることが出来る。な

ので、相談があれば繋いで頂きたい。また、起業後のフォローも行っているので協力でき

る。 

   事務局 

  事業者から相談等が寄せられた際には、案内させていただきたい。 

 

  委員 

  駅まちプラザ賑わい創出事業について、令和 3 年から、従来のコンビニエンスストア型か

ら、カフェスタイルへ変更している。売上額がどのように変動したか伺いたい。 

事務局 

  売上については、比較年度がコロナ禍（令和 3年度）ではあるが、地元特産品については、

変更前と比較し 2倍程度となっている。 

   

  委員 

  起業支援・事業承継支援相談員の配置について、経産局主導で事業承継のためのセミナー

を開催している。共同で開催するのも良い。後継者人材バンク事業も行っている。 

  委員 

  金融業界でも事業承継マッチングについてのお手伝いが出来ると思う。 

  事務局 

  利用者の需要等を鑑み、検討させていただきたい。 

   

６．その他 

  （1）今後のスケジュールについて 

  （別紙資料を基に事務局より説明）  

 

７．閉 会 

    

以 上 


